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Ⅰ 岡山市介護機器貸与モデル事業の概要  

Ⅰ－1 概要及び目的 

 

 本市では、「総合特別区域における「地域活性化総合特別区域介護機器貸与モデル事

業及び介護予防ポイント事業」について（平成 25年 9 月 13 日 0913 第 3 号厚生労働省

老健局振興課長通知。以下「特例通知」という。）」に基づき、介護保険給付の対象とな

っていない福祉用具の貸与を、地域支援事業（任意事業（介護保険法第 115 条の 45 第

3 項に掲げる事業））で平成 26 年 1 月から実施している。 

貸出対象の介護機器についてはこれまで計 5 回全国公募して選定しており、要件を

満たす要介護者、要支援者が貸与を利用する場合の負担については介護保険制度の福

祉用具貸与の仕組みに則り、自己負担額を 1割として実施している（※1,2）。 

本事業は、モデル的な取組ではあるが実際の運用面からみれば、特定者への数週間程

度の貸し出しといった試験的なものとは異なり、市内の在宅で暮らす高齢者に対し、要

介護度等の要件を満たせば広く利用申請を可能とし、また利用期間についても要介護

者の希望に応じた貸し出しを可能とする事業スキームとしている（※3）。 

この点は、利用効果に関する定量的なデータの収集に加え、当市選定の介護機器が今

後介護保険給付の対象となった場合の、利用動向を推察する上でも参考となるデータ

を得られるものと考えている。 

本事業の目的は、最先端の介護機器を市民に 1 割負担で貸与できることに加えて、

特に有効性が示せるものについては、当市が貸与モデル事業にて選定した最先端の介

護機器が属する種目が、「厚生労働大臣が定める福祉用具貸与及び介護予防福祉用具貸

与に係る福祉用具の種目（平成 11 年 3 月 31 日厚生労働省告示第 93 号）」に追加され、

介護保険給付の適用対象となり、最先端の介護機器が在宅高齢者の自立支援や介助者

の負担軽減に資することである。 

 

※1 平成 26年 1月 14 日から利用申請の受付を開始し、貸出しは翌 2月からスタートした。 

※2 自己負担 1 割の残り 9 割等は公費負担となっており、地域支援事業（任意事業）の財源が充当

されている。 

※3 貸与期間は申請した翌月から令和 10年 3月末までを基本とし、その間いつでも終了の申し出を

可能としている。ケアプランの作成は不要としているが、貸与事業者に対し、利用開始・終了に

関する情報のケアマネージャーへの連絡を義務付けている。 

 

 

 

 



 

Ⅰ－2 利用要件・対象機器一覧 

利用者が、次の 3 つの項目を満たしていれば、利用申請が可能である。 

・岡山市の介護保険被保険者であること 

・市内の在宅で生活されていること 

・機器ごとに設定の要介護度の条件を満たすこと 

事業開始から計 5 回の対象機器を選定する全国公募を行い、令和 6 年度において、対

象機器数を 4 製品としている。 

 

平
成
２
５
年
度
公
募
分 

機器名 要介護度 
自己負担額（税

別） 

メンタルコミットロボットパロ 

(R7.3 末終了) 
要介護 1 から 5 2,000 円/月 

おだやかタイム（H30.3 末終了） 要介護 1 から 5  648 円/月 

パワーアシストグローブ 
要支援 1、2 

要介護 1 から 5 
1,700 円/月 

 

平
成
２
６
年
度
公
募
分 

機器名 要介護度 
自己負担額（税

別） 

うなずきかぼちゃん（H30.3 末終

了） 

要支援 1、2 

要介護 1 から 5 
150 円/月 

ラクニエ（H28.3 末終了） 

要支援 1、2 

要介護 1 から 5 

使用者は家族介助者 

600 円/月 

快速ウォーカー（R3.3 末終了） 
要支援 1、2 

要介護 1 から 3 
350 円/月 

 

平
成
２
７
年
度
公
募
分 

機器名 要介護度 
自己負担額（税

別） 

ロボットアシストウォーカーRT１

（H30.3 末終了） 

要支援 1、2 

要介護 1 から 3 
1,300 円/月 

無動力の歩行支援機 ACSIVE（R3.3

末終了） 

要支援 1、2 

要介護 1 から 3 
1,000 円/月 

自動ラップ式排泄ユニットラップ

ポン（R5.3 末終了） 

要支援 1、2 

要介護 1 から 5 
800 円/月 

服薬支援ロボ（R3.3 末終了） 
要支援 1、2 

要介護 1 から 5 
500 円/月 



 

お薬飲んでね！ 
要支援 1、2 

要介護 1 から 5 
800 円/月 

ハートフルスロープ（R3.3 終

了） 

要支援 1、2 

要介護 1 から 5 
850 円/月 

平
成
２
９
年
度
公
募
分 

機器名 要介護度 
自己負担額（税

別） 

e お薬さん（R3.3 末終了） 
要支援 1、2 

要介護 1 から 5 
1,000 円/月 

トランクソリューション（R3.3 末

終了） 

要支援 1、2 

要介護 1、2 
1,400 円/月 

シャワー温浴チェア（R3.3 末終

了） 

要支援 1、2 

要介護 1 から 5 
500 円/月 

 

令
和
４
年
度
公
募
分 

機器名 要介護度 
自己負担額（税

別） 

iTSUMO2（いつも 2） 

※R5.5 から貸出開始 

要支援 1、2 

要介護 1 から 5 
1,200 円/月 

 

 

Ⅰ－3 これまでの利用状況（全体） 

【貸与件数（年度別）】 

年度 貸与機器数 新規貸与件数 累計 

平成 25 年度 3 機器 39 件 39 件 

平成 26 年度 6 機器 106 件 145 件 

平成 27 年度 6 機器 162 件 307 件 

平成 28 年度 11 機器 160 件 467 件 

平成 29 年度 11 機器 83 件 550 件 

平成 30 年度 11 機器 100 件 650 件 

令和元年度 11 機器 103 件 753 件 

令和 2年度 11 機器 67 件 820 件 

令和 3年度 5 機器 77 件 897 件 



 

令和 4年度 5 機器 45 件 942 件 

令和 5年度 4 機器 79 件 1021 件 

令和 6年度 4 機器 56 件 1077 件 

 

 

Ⅰ－4 参考資料 

【令和 6 年度貸出対象機器(パロは、令和 7年 3月末に終了)】 

 

 

【事業スキーム】 

 
 



 

【特例通知】 

 



 



 

 


